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はじめに
『小学校学習指導要領解説　特別活動編』（2018）で

は、特別活動の内容及び指導において重視する視点の一
つとして、「人間関係形成」を位置づけている。「互い
の良さを見付け、違いを尊重し合い、仲よくしたり信頼
し合ったりして」の意図として、互いに個性を尊重し合
い、周りの仲間と協働する力の育むことを指摘している。

具体的な指導内容は、互いのよさの発見、違いを認め
合う、友情を深める、などを取りあげている。自他を尊
重する態度を育むことが、問題行動の未然防止に繋がる
ことから、多様なかかわりを体験することが重視されて
いる。よりよい人間関係を形成する指導として、スキル
を身に付けるための活動を取り入れることも視野に入れ、
現実の生活の中で自主的・実践的に取り組めるための配
慮を求めている。

そこで本研究では、自己理解・他者理解を促進させる
描画表現活動を検討し、実際に児童を対象に実践を行い、
その効果を検証する。教育効果については、『自尊感情
測定尺度［４段階］（東京都版）』、自由記述などに基

づき分析・考察を行う。

１．特別活動による望ましい人間関係づくり
１－１　いじめ未然予防の重要性

いじめによる自殺、不登校の問題が、後を絶たない現
実がある。その原因は何か、その鍵を握るのが、人間関
係である。児童一人一人が置かれている生活環境を見据
え、指導者は生徒理解に努める必要がある。生活環境と
は、学級、家庭、地域での居場所のことである。手だて
として、児童への観察、教育相談、家庭訪問により、児
童の実情を把握することがあげられる。ただ、これらの
ことを全うするためには、かなりの時間が必要であるこ
とが課題でもある。働き方改革への対応を鑑みると、組
織を生かしつつチームで生徒理解に努めるための工夫が
求められる。

藤平（2019）は、今こそ学校関係者がすべきことは、
誰もが安心できる環境づくりとして、子供たちの心の居
場所と子供同士の絆を意識した活動が重要であることを
指摘する。また清水（2018）は、いじめ問題を発達段階
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から捉え、子供がいじめの被害者、加害者、傍観者、目
撃者の何れであろうとも、心配や経験を真剣に受け止め、
オープンに話し合うことが重要であると説く。さらに中
村（2018）は、いじめ未然防止の視点から、働き方改革
による校内業務の仕分けにより、早期発見への支障を危
惧する。

いじめ問題の原因の一つとして人間関係があげられ、
児童一人一人を繋ぐためのかかわりの場と機会を設ける
ことがいじめの未然予防に繋がる。人と人との新たなか
かわりを構築するうえで、相互理解を深める必要がある。
具体的な取組として、ロールプレイ、構成的クループ・
エンカウンター、協働制作などによる活動があげられる。
何れも児童一人一人が、自己理解及び他者理解を深める
取組である。

１－２　児童の自尊感情が低い理由
児童は、それぞれ学級という小さな社会に身を置き、

様々な関わりのもとで学校生活を送っている。その際、
いじめの対象から回避するために、周りの仲間と調和を
保つことを優先した行動が見受けられる。表面的な関わ
りによる人間関係からは、相互間での他者理解、自己理
解が深まらない。そこで筆者らは、児童一人一人を対し
て、それぞれを繋ぎ、居場所のある人間関係づくりに取
り組むことにした。

人はそれぞれ、他者から良い評価をされることで、自
分自身の存在意義を自覚する。このことは自己肯定感の
高まりに相当する。それでは児童の自尊感情が低い理由
とは何なのか。それには指導者による手だてが、児童間
での相互理解の深まりを見守ることに留まり、彼ら同士
を繋ぐための機会や場が乏しいことがあげられる。特別
活動の学級活動を生かした、人間関係づくりの取組の改
善が求められる。

児童は、自らのよさを自覚するうえで、他者から見た
自分像についてコメントしてもらい自己理解を深めてい
く。自分自身のよさは、他者とのかかわりの中で成立す
る。だからこそ指導者は、児童どうしを関わり合わせる
取組を展開することが肝要である。

１－３　人と人との関係を構築する描画表現活動
児童どうしが互いに理解し合うには、それぞれが関わ

り合える環境が必要である。児童一人一人が当事者意識
をもって取組に参加できなければ、活動あって成果なし
で帰結する。そこで児童が、取組に参加し活動すること
はもとより、なぜ取り組むのか、その理解の下で進める
ことが肝要である。

本研究では、筆者らが2016年に中学生を対象に実践し
た「特別活動におけるいじめ未然防止プログラムの開発

研究－学級活動で育む人間関係の構築－」の研究成果
（「いじめ未然防止プログラム」による教育効果）を踏
まえ、同内容に改善を施した取組を小学生高学年を対象
に実施し、その教育効果について、発達段階を見据えな
がら分析・検討を加えた。このとき全ての児童が参加で
き居場所がある授業内容の工夫として、二人一組のペア
で取り組む描画表現活動を組み入れた。制作活動をしな
がら、自然な会話を促し、互いのよさを自然に出し合え
る場を保障した。

２．「いじめ未然防止プログラム」による授業実践
２－１　プログラムの概要

児童は、二人一組で対話をしながら、友達の顔を描く
活動を行い、「他者理解」、「自己理解」を深める。互
いに意見交換を行い、同時に画用紙の余白部分に新たな
気づきをメモに残す。作品の完成後には、双方のよさに
ついて発表し、これまで知りえなかった気づきを共有す
る。その後、リフレクションに取り組み、仲間からの意
見を踏まえつつ自己理解を深める。

取組の時間配分は、制作活動に40分、鑑賞活動に35分
を確保し、学級活動の時間を２時間続きにして対応する。
制作活動の前には、取組についてのガイダンスを行い、
制作活動の意図について児童への理解を図る。また授業
の終末のリフレクションの時間では、周りの仲間からの
意見をもとに自己理解を深める。

２－２　プログラムによる授業実践
本取組をＡ県Ｂ市の公立小学校において、第５学年22

名を対象に、2017年３月10日に実践した。筆者がファシ
リテーター（T1）を担い、学級担任には指導者（T2）
として各児童への支援を依頼した。児童は、学級担任か
ら提示された二人一組のペアリングにより、制作活動を
進めた。全ての児童が参画し、対話をしながら取り組み、
これまで気づきえなかった自らのよさについて新たな発
見ができた。

制作活動では、児童は主に鉛筆を使用し、同時にパス
テルも活用した。複数の色を加えて表現することにより、
しっかりと相手の顔を見て表現しようとする姿勢が見ら
れた。

図１は、その活動の様子である。制作活動に入る前に
ガイダンスを行い、相手のよさについて情報交換を行い
ながら進める理由を伝えた。作品の出来栄えを問うので
はなく、活動を通して相手のことを理解することが重要
であることへの理解を促した。

また、取組を通して得た新たな気づきについて、学級
の仲間と共有する発表の場を設けることを伝え、意見交
換を活性化させるために工夫を施した。加えてリフレク
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ションの時間で
は、自分のよさ
について、他者
からの意見と自
分自身の考えと
の照合により、
これまで気づき
得なかったこと
が、他者から自
分に向けた意見を通して、より鮮明に特性を見出せた。

図２は、グループ毎に発表している様子である。周り
の全ての児童が、
発表者の方へ体
を向け傾聴しよ
うとする姿勢が
見て取れる。傾
聴がしっかりと
為されることで、
アクティブラー
ニングとして自
他の考えの共通点、相違点に出会い、新たな考えを再構
築できた。

２－３　アンケート結果にみる教育効果
授業の前後に取組の教育効果について、自尊感情の変

容に着目し、質問紙『自尊感情測定尺度［４段階］（東
京都版）』を実施した。質問項目は、以下の表１の通り
である。

１．私は今の自分に満足している。
２．人の意見を素直に聞くことができる。
３ ．人と違っていても自分が正しいと思うことは主

張できる。
４．私は自分のことが好きである。
５．私は人のために尽くしたい。
６．自分の中には様々な可能性がある。
７．自分はダメな人間だと思うことがある。
８．私はほかの人の気持ちになることができる。
９．私は自分の判断や行動を信じることができる。
10．私は自分という存在を大切に思える。
11．私には自分のことを理解してくれる人がいる。
12．私は自分の長所も短所もよくわかっている。
13．私は今の自分は嫌いだ。
14 ．人に迷惑がかからないよう、一度決めたことに

は責任をもって取り組む。
15．私には誰にも負けないもの（こと）がある。
16．自分には良いところがある。

17 ．自分のことを見守ってくれている周りの人々に
感謝している。

18．私は自分のことは自分で決めたいと思う。
19．自分は誰の役にも立っていないと思う。
20．私には自分のことを必要としてくれる人がいる。
21．私は自分の個性を大事にしたい。
22．私は人と同じくらい価値のある人間である。
23．私は、いらいらしていることが多い。
24．私は、気持ちが沈んでいることが多い。

表１　自尊感情測定尺度［４段階］（東京都版）

統計処理として、「とてもあてはまる」を４点、「だ
いたいあてはまる」を３点、「あまりあてはまらない」
を２点、「まったくあてはまらない」を１点として、そ
の平均値を算出した結果が表２である。

表２「自尊感情測定尺度（東京都版）」の調査結果

大きく平均値の上昇が見られた項目は、「４．私は自
分のことが好きである」が0.7、「20．私には自分のこ
とを必要としてくれる人がいる」が0.6、「21．私は自
分の個性を大事にしたい」が0.5、「22．私は人と同じ
くらい価値のある人間である」が0.5、であった。自尊
感情、自己肯定感が高まりを見せた。活動の際に、描画
制作と同時に互いに相手の良さについて述べあい、それ
を踏まえて自己理解が深まったと読み取れる。

もともと高い数値の項目もある。「17．自分のことを
見守ってくれている周りの人々に感謝している」が3.5
前後で、関係性の中での自己を、友人、家族、指導者、
地域住民とのかかわりから見て取れる。また「18．私は
自分のことは自分で決めたいと思う」が3.4前後であり、
自己主張・自己決定が強いことが分かる。

図２　発表の様子

図１　制作活動の様子
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加えて「19．自分は誰の役にも立っていないと思う」
は0.3の減少が見られ、自己有用感の高まりを意味して
いる。

２－４　自由記述にみる教育効果
授業後に質的調査として、児童から気づいたこと、感

じたこと、学んだことについて、自由記述「今日の取組
を通して、あなたにとっての新しい発見は何ですか。気
づいたこと、感じたこと、学んだこと」に係る記述を求
めた。その内容を以下の表３に整理した。

１ ．相手の好きな教科など。絵をかくことで相手を
知るというのは、とてもいいと思いました。

２ ．友達の事。楽しかった。みんなが好きなことに
挑戦したい。

３ ．みんな絵が上手くても、下手でも、たくさんの
インタビューなどをして、一生懸命頑張っていた。
楽しみながら相手の知らないことをインタビュー
しながら知ることができた。

４ ．みんなの好きな事などです。仲のいい人はよく
知っていたけど、あまり仲良くない子はあまり知
りませんでした。もっともっとみんなと仲良く
なって、知らないことはないぐらい知りたいです。

５ ．苦手なものなどのいろんな所を知ることができ
た。みんなが楽しかったそうだと思いました。

６ ．友達のことをよく知れたこと。自分は友達のこ
とをいっぱい知っていると思っていたけれども、
意外と知らないことがいっぱいあった。

７ ．人の好きな物を知りました。みんなで会話しな
がら描いて楽しかったです。

８ ．人それぞれの考えがある。友達の知らないこと
はいっぱいあった。

９．〇〇さんの誕生日がわかった。楽しかったです。
10 ．嫌いなものとか好きなものがよくわかった。人

と話のしかた。
11 ．相手の好きなものなど、知らないことを知る

ことができた。友達の知らないことがたくさん
あった。

12 ．友達のこと。友達がこんなことしたことあるん
だなと思いました。

13 ．友達の好きな物などの事が分かったこと。じっ
くり、ゆっくり、楽しく似顔絵をかけたと思いま
す。友達のまだ知らない事を知れて良かったし、
おもしろかったです。

14．・
15．人はいろいろいる。
16．・

17 ．みんな絵がうまい。友達には自分の知らない
色々な所がたくさんあった。

18．ない。
19 ．色々相手の情報が分かりやすかった。絵が上手

いことに気づいた。
20 ．友達について、意外な所を知ることができて、

こんな一面もあったんだなと思うような事でした。
おもしろい所や優しい所がある人は結構いるとい
うことです。

21 ．相手のことを学ぶということ。相手の気持ちを
考えることは大切だと思った。

22．本能開花。

表３　児童の自由記述

二人一組によるペアでの取組であることから、相手と
の対話が進み、新たな発見に繋がったとの所見が散見さ
れる。表３の下線の通り、実践に楽しく取り組めたこと
が、自己開示を促したものと推察する。描画制作活動へ
の取組を手だてとして、ねらいである児童同士の交流を
進めるとともに、それぞれの気づきを学級の仲間と共有
することで、他者理解、自己理解を深めることができた。

自己理解は他者からの見立てを見据えつつ、自己の中
で再構成されることから、本取組は自己理解を深化させ
るうえからも効果的であると考える。

また表３の波線の通り、これまで知らなかった仲間の
よさについて新たな気づきを得ていることがわかる。同
時にもっと知りたいという思いが、人と人とを繋ぐボン
ドの役割を果たすことが期待できる。児童にこうした機
会と場を保障することで、人間関係づくりに向けた新た
なうねりを引き起こすことができた。

ただ、本取組に主体的に取り組むことが難かった児童
も見られた。今後は、全ての児童が、当事者意識をもっ
て取組に参画できるように、授業展開について工夫や改
善を加える必要がある。

３．四人一組の協働的描画表現活動による授業実践
３－１　プログラムの概要

望ましい人間関係の構築をめざして、仲間どうしでそ
れぞれの発想を斟酌しながら、四人一組で一枚の大判の
用紙（以下、模造紙と記す）に絵を完成させる。描画制
作活動中、児童間での会話を行わない。指導者から提示
されたテーマに基づき、協働しながら制作に取り組む。
グループ内で、８分毎に時計回りに席を移動して、一周
した段階で完了する。

その後、児童同士で何を描こうとしていたのか、相互
間で意見交換を行う。グループ毎に発表を行い、周りの
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仲間の取組についても理解を深める。
なお本取組では、描画表現の手だてに関する説明を受

けた後、実践活動に取り組む。

３－２　描画活動への説明と描画材について
描画活動に入る際、画材の説明や混色の方法、参考作

品を紹介した。まず、パステルの使い方に関する説明を
行った。パステルの尖った角を使えば細い線を引くこと
ができ、横に寝かせ、腹の部分を使えば太く色を塗るこ
とができるなど、パステルの基本的な使用方法について
スライドで図示したほか、実際にパステルを持って確認
した。また、パステルを用いて描いた表現例を示しなが
ら、線で表現する方法や、指、あるいはティッシュペー
パーを用いて擦る技法も紹介した。さらに、用紙の上で
混色が可能であることを説明するため、色相環を提示し
ながら、基本的な混色の方法について簡単に解説した。
その上で、ピサロやゴーギャン、ピカソ、ドガら、画家
たちの描いたパステル画をスライドで紹介した。これら
の作品は、表現の特徴や多様な表現があることを紹介す
るために参考として取り上げたものであり、画家たちの
ように上手に描くことを求めるものではないことは参加
者に伝えた。いずれも簡単な説明にとどめ、参加者の表
現意欲を委縮させないよう注意した。

今回の活動では上記の説明に沿って、パステル、練り
消しゴム、ティッシュペーパー、模造紙を用意すること
とした。パステルは12色のものを人数分揃えた。色数
を多くしなかったのは、活動時間の制約と混色を促した
かったことによる。１回８分という時間は描画活動とし
ては短いものであり、色数を多くしたり、鉛筆やペンな
ど他の描画材を用意したりしてしまうと、意識が描画材
の選択に向いて散漫になることや、描画自体の統一感も
失われ、複雑になる可能性がある。そこで描画材を一つ
にし、色数も制限をかけることで、描画に集中して臨む
ことができるよう配慮した。また、色数を少なくするこ
とによって、自分の表したい色をつくるための混色を
促すことができると考えた。指で色を擦る、あるいは
ティッシュペーパーで擦ることでパステル独特の落ち着
いた色合いを出すことができ、用紙への定着もよくなる。
また、練り消しゴムによって、思い通りの表現にならな
かった場合でも容易に消すことができるため、失敗を恐
れずに活動に取り組むことができたようである。

今回の描画活動ではパステルを選択したが、パステル
が適当と判断した理由としては、他の人の描いたものと、
自分の描こうとするものが重なり合い、また指などを用
いて混ざり合うという画材の特性を生かすことができる
点にある。クレヨンや色鉛筆よりも滑らかに、また絵具
よりもコントロールしやすいという特徴は、今回の活動

の趣旨にふさわしいと思われる。細かい表現が可能で、
かつ太く色面を塗ることができ、さらに、混色もしやす
いという点で、今回のような短時間の表現活動には適当
な描画材といえるであろう。

ただし、パステルは用紙との相性も考慮しなければな
らない。今回の描画活動は４人１組のグループで同時に
行うという制約があった。一枚の用紙をシェアするため、
ある程度の大きさが必要であったことから、安価で入手
しやすい模造紙を使用することとした。活動後にフィク
サチーフを用いてパステルを定着させたが、紙の選択は
改善できるだろう。表面にある程度凹凸のあるものや色
のついた用紙も使用可能であると思われる。

３－３　プログラムによる授業実践
本取組をＡ県Ｂ市の公立小学校において、第６学年

22名を対象に、2018年１月23日に実践した。筆者が
ファシリテーター（T1）を担い、学級担任には指導者
（T2）として各児童への支援を依頼した。児童は学級
担任から提示された四人一組のペアリングにより、制作
活動に取り組んだ。全ての児童が参画し、自分が表現し
た箇所だけでなく、仲間の表現した内容を斟酌しつつ、
パステルで色を重ねて表現できた。

図３は活動の
様子である。仲
間が描いた表現
内容を推察しな
がら、自分の考
えに基づき書き
加えていく。指
導者から提示さ
れたテーマをイ
メージした作品になるように四人が描画表現という取組
において、心を一つにできるエクササイズである。

何れのグループにおいても、制作活動の初期段階では、
児童一人一人の思いに相違が見受けられたが、定時毎に
席を移動して仲間の作品に描き加える制作を重ねるにつ
れ、総体として一つのメッセージが描き出されていた。

作品が完成し
た後で、リフレ
クションに取り
組んだ（図４）。

それぞれが描
いた内容の意図
を仲間同士で意
見交換すること
で、予想通りの
ことのほか、意外なことにも気づくことができた。人そ

図３　制作活動の様子

図４　リフレクションの様子
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れぞれがものの見方や考え方に多様性があり、違いを違
いとして認め合うことの大切さを認識できる取組でもあ
る。道徳科の時間で学ぶ内容項目（道徳的諸価値）に着
目し、体験を通して内面からの自覚と連動させたい。

３－４　アンケート結果にみる教育効果
授業の前後に取組の教育効果について、自尊感情の変

容に着目し、質問紙『自尊感情測定尺度［４段階］（東
京都版）』を実施した。統計処理として、「とてもあて
はまる」を４点、「だいたいあてはまる」を３点、「あまり
あてはまらない」を２点、「まったくあてはまらない」を
１点として、その平均値を算出した結果が表４である。

表４「自尊感情測定尺度（東京都版）」の調査結果

大きく平均値の上昇が見られた項目は、「20．私には
自分のことを必要としてくれる人がいる」が0.6、「22．
私は人と同じくらい価値のある人間である」が0.5、で
あった。これは第５学年時の調査結果と重複する。自尊
感情、自己肯定感が高まりを見せた。四人一組で協働的
描画表現活動に取り組み、それぞれの役割を全うするこ
とで一枚の絵が完成することから、児童一人一人が活動
に参画できたことが分かる。

もともと高い数値の項目もある。「17．自分のことを
見守ってくれている周りの人々に感謝している」が3.6
で、また「18．私は自分のことは自分で決めたいと思
う」については3.5前後であり、これも同様に第５学年
時の調査結果と重なる。

加えて「19．自分は誰の役にも立っていないと思う」
は0.5の減少が見られ、自己有用感の高まりを意味して
いる。新たに「７．自分はダメな人間だと思うことがあ
る」は0.4の減少が見られ、自尊感情の高まりを示す調
査結果が得られた。

３－５　自由記述にみる教育効果

１ ．人の思いを読み取るのはすごく難しかったけど、
だいたい分かりました。他の人の気持ちを読み取
ることが大事だと思いました。

２ ．前の人が書いた絵から前の人は何を書きたかっ
たのか、相手の気持ちを考えることができたと思
います。

３ ．前の人の気持ちや書きたいことを考えたり、他
の人が春と言われてイメージするものが分ったり
してとても楽しかったです。

４ ．自分が非常に目を描くのがうまいということが
分りました。

５ ．自由気ままに絵を描けて楽しかったです。友達
の絵を見て考えることで、絵を繋げていけたので
よかったです。

６ ．みんな色々な違う意見に驚きました。でも色々
な想像ができたので良かったと思います。

７ ．大きな紙に自分たちの思いを描いて、バトン
タッチしたりするのが楽しかったです。自分の気
持ちに付け足してくれているみたいでうれしかっ
たです。

８ ．班の人の考えを想像するのが難しかったけれど、
他の人が書いた絵に上手く付け足すことができま
した。他の班の人も話しながらしたかのように、上
手い班がいてすごいと思いました。他の人の考え
を想像することのできる人が多いのだと思います。

９ ．パステルを使って色を組み合わせて新しい色を
作ったり、班のみんなと席を交換して前の人がな
ぜこうしたのか考えながら絵を描くのはとても楽
しかったです。

10 ．最初は自分の心はテンションが低かったけど、
絵を描いているとき、とてももりあがって楽し
かったです。発表もできてよかったです。

11 ．今回はパステルで春と言えばというお題で描い
たけど、意外にみんなの意見が違っていてびっ
くりしました。

12 ．８分ごとに隣の人の絵に足していって、きれい
な感じになってすごくよかったです。そして自
分は少ししゃべってしまったけど、自分で考え
て、花がたくさんある所に花畑という感じがし
たので、山を二つ描いて花畑の山っぽくするこ
とができたので、それはよかったです。

表５　児童の自由記述

取組を通して、他者が描いた絵に託した思いを推察し、
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それを尊重しながら描き加えることで、意外性と気づき
がもたらされたと考える。四人一組で一つの作品を制作
するうえで、対話をせずに取り組むことから、児童一人
一人が仲間の思いを予想しながら進める。完成後には、
制作中の思いについて、リフレクションの場で確かめる。
描画の意図に係り、自分の捉えとの共通点と相違点に気
づき、その難しさを実感したことが、表５の実線の下線
を付した記述の前後から読み取れる。

また、波線の下線を付した前後の記述から、本取組の
特長として、周りの仲間の作品に手を加えることがあげ
られる。仲間が、自分の思いをどのように受け止めてく
れて、どのように描き加えてくれるのか、当該児童はこ
のことに心地よさを感じるとともに、実践することを楽
しんでいる。

４．総合考察
本研究では、Ａ県Ｂ市の公立小学校において、同一学

級の児童を対象に、２年間に渡り、望ましい人間関係づ
くりをめざした取組を展開した。第６年時には、美術科
の専門教員より、表現活動の際の工夫について、実践を
交えてのガイダンスを展開し、表現にバリエーションの
広がりが見られた。ティッシュを用いてパステルで描い
た箇所を擦ることで、表現した色にグラデーションを出
せたりするなど、表現の幅を広げることができた。活動
自体が楽しければ、おのずと児童同士の活動内容が深ま
るものと考える。

ここからは、同一児童を対象にして異なるプログラム
を用いた授業実践に着目し、それぞれのよさと課題につ
いて考察する。両者の活動内容の共通点は、協働して取
り組む所である。「いじめ未然防止プログラム」は二人
一組で、「協働的描画表現活動」は四人一組で進める。
また前者は相手の顔を観察しながら描き、後者は模造紙
にテーマに基づいて四人で表現する。何れもグループ活
動であり、児童一人一人の役割は大きいことから参画し
易いものと考える。それでも参加意欲に乏しく、活動の
最初の段階から、流れに乗り切れない児童がいることも
事実である。こうした課題を乗り越えるために、ガイダ
ンスを丁寧に行うことが肝要である。なぜこの取組を行
うのか、児童一人一人に内面からの理解を促す指導を徹
底したい。

また両者とも、児童が取組に参画することを通して、
自尊感情、自己肯定感、自己有用感を高める授業実践で
ある。取組の前後に実施した『自尊感情測定尺度［４段
階］（東京都版）』による調査結果から、自尊感情、自
己肯定感、自己有用感が高まることが分かった。中でも
大きな変化が見られたのは、質問項目「20．私には自分
のことを必要としてくれる人がいる」、「22．私は人と

同じくらい価値のある人間である」、「19．自分は誰の
役にも立っていないと思う」、「７．自分はダメな人間
だと思うことがある」である。「いじめ未然防止プログ
ラム」では、顔を描きながら、相手のことについて質問
をしたり返答する活動が同時に展開されることから、自
然に相手のことについての理解が深まる。自己理解を深
めるうえで、他者の目に映る自己の姿に係る情報を受け
取る必要がある。自分自身の特長については、自分だけ
では捉えることができない。だからこそ、本取組では、
互いによさを出し合い、確認し合う場面を大切にしてい
る。

また「協働的描画表現活動」では、制作中は情報交換
をせずに、それぞれの思いをそれぞれが推察しながら作
品制作に取り組む。仲間の作品に描き加えてテーマに近
づける活動であることから、児童一人一人にとっては精
神的な負担がかかることが予想される。ただ作品が完成
したのち、リフレクションの時間において、相互間で表
現内容について疑問を解決することができる。その際、
自然に対話が生まれ、共感的なかかわりが芽生える。た
とえ児童間で意見が異なっていたとしても、それぞれの
思いの理由を説明し合うことで、認め合い信頼にかわる。
違いを違いとして認め合える関係づくりによって、いじ
めの未然予防に繋がるものと考える。

本取組は、小学生高学年を対象に実施しており、中学
生や高校生を対象とする場合には、発達段階を考慮した
工夫や改善が求められる。自尊感情、自己肯定感、自己
有用感などが低い児童生徒に対して、その解決策として
学校教育ができること、それは児童生徒同士がかかわり
あえる場と時間を設けることである。学校や教室という
空間に身を置く児童生徒が、相互理解を深め合うために
は、指導者による意図的、計画的、系統的な教育実践が
不可欠である。学級活動における人間関係づくりの取組
は、いじめの未然予防に大きく寄与する。そこで積極的
な生徒指導を推進し、児童生徒同士を繋ぐためにも、学
級活動をはじめとして、様々な機会と場を保障すること
で、学級内における児童の居場所が保障されると考える。
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